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パタ ー ンにより 1 年は小雨季 (4 - 5 月）、雨季 (6 -10月）、乾季 (11- 3 月）

の3つの期問に区分される。 また、 J災地は低位地、 中位地、 高位地といった比

高差に基づく地目に分類され、 これらの地目ごとに作付パターンが明確に異な

る。 F グラムにおける作付パタ ー ンの変化に影郭を及ぼした技術変化の歴史を

表 1 に示す。 19世紀後半には未利用地はほぽ姿を消したこの地域では、 それ以

降の技術変化は、 年間の土地利用率の増加と土地利用の複合化によっていかに

コメ ・ 野菜 ・ 換金作物· 魚のそれぞれの収批をあげ、 かつ全体としての総生産

をあげるかが課題であった。 作付パタ ー ンの変化を表2に示す。表2には表1

に示したうちのどの技術変化が個々の作付パタ ー ンの変化に影秤を及ぼしたか

を表1に対応する数字で示した。 農業技術変化の歴史を概観すると、 次の二つ

の時期に分けることができる。 一つは、 1960年代後半から 70年代にかけて「緑

の革命」技術が祁入される以前の時期であり、 もう一つはそれ以降の時期であ

る。

表1 旧メグナ川氾濫原深水区における農業技術革新

年代 農業技術 特徴
1950 ①低位地への在来種・散播小雨季稲導入による小雨季 農民一 適応

稲と雨季稲（浮稲）の二期作化。
1960 ②行政による乾季HYV稲栽培技術の導入（協業一形 協業ー形成・適

成 ・ 滴応）と， これに伴うコメ・野菜への施肥． 殺 応／農民 一 形
虫剤散布， 動カポンプの普及（農民 一形成·適応） 成 ・ 適応

③国による大規模輪中の建設。 国家一形成
1970 ④中位地の雨季稲の在来種からHYVへの転換。 農民 一 適応

⑤深管井戸もしくは浅管井戸灌慨による乾季HYV稲 協業一形成
栽培面積の拡大。

⑥小型ポンプを用いた野菜栽培面積の拡大。 協業一 形成
⑦バリ池での養魚など内水漁業の活性化。 協業一 形成

1980 ⑧小型トラクタ ーなど農業機械の普及。 農民 ー形成
⑨中規模輪中内雨季HYV稲栽培技術の普及。 協業一形成
⑩輪中内雨季養魚技術の普及。 協業ー形成

注）括弧内は， 各事項の特徴を示す。 「適応」は立地適応型技術， 「形成」は立地
形成型技術， 「農民」は農民個別の技術，「協業」は協業，「国家」は国家規模の
灌概排水事業をそれぞれ示す。

出典）［向井•海田 1996] を改良した。
































































